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PC 圧着工法と免震構造を採用した総合病院の設計 －寒冷地における設計と施工― 

 

 

全体パース 

■建物概要 

 

 建物名称    十和田市立中央病院 

発注者     十和田市 

建物位置    青森県十和田市西十二番町１３３番地内他 

用途      病院（新本館：315 床、既存改修棟：64 床） 

 地域・地区   第一種住居地域、第二種住居地域、事務所地区 

 防火地域    準防火地域 

 指定建蔽率   60％ 

 指定容積率   200％、300％ 

 敷地面積    27,702.28 ㎡ 

 建築面積    9,173.21 ㎡ 

 延べ床面積   35,696.43 ㎡（新本館 26,330.93 ㎡） 

 階数      地下 1 階、地上 6 階、塔屋 1 階 

 構造      プレキャストプレストレストコンクリート造（圧着工法）＋免震構造 

 高さ      建物高さ：29.95ｍ 

 設計・監理   昭和・佐々木設計共同体 

 工期      平成 17 年 10 月～平成 19 年 12 月 
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■はじめに 

計画地は、十和田市の中心街「日本の道百選」の官庁街通り（愛称：駒街道）に面して

おり、市役所をはじめ、県合同庁舎、中央病院、消防署、保健所等官庁施設が建ち並ぶ市

の中心地に位置する。 また、当敷地の北西方向には、八甲田連峰を望むことができ、風

光に恵まれた位置にある。 

 近年、医療環境が変化する中、病院建築は将来の方向性を読み解き、各部門において適

切なリニューアルの配慮手法を実践することが求められている。そこで、「将来への医療変

革への対応及びライフサイクルコストの低減」を基本方針の一つに掲げ、成長と変化に柔

軟に対応し、価値が継続する病院づくりを目指している。 

 このような病院建築に適した構造として PC圧着工法を採用した。 

採用に当たり、以下の項目について検討した。 

1.周辺環境への配慮 

2.建物全体のフレキシビリティ 

3.寒冷地での施工対応 

4.地震への対応 

5.ライフサイクルコストの低減 

 

1.周辺環境への配慮 

  当敷地は東側に既存病院、北側に住宅地が近接しているため、建設時の騒音に配慮す

る必要がある。PC圧着工法は工場で製作し、現場で組み立てるため、建設時の騒音の低

減、運搬車両総数減による交通振動・渋滞の低減ができ、当敷地条件に適合した工法と

いえる。 

住宅地 

既存病院 
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2.建物全体のフレキシビリティ 

平均在院日数の短縮による病床数の変化、疾病構造の変化による病棟再構成、病室療

養環境の更なる向上等に対応する為に、病院建築は常にフレキシビリティが要求されて

いる。 

病棟においては、将来の病床数の変化、多床室からの個室化等様々な変化が予想され

そのような変化に柔軟に対応する為に、水廻りを外壁側に集約し、ＰＳを建物外周部分

に配置することにより、内部空間のフレキシビリティを高めた計画としている。合わせ

て構造的には柱スパン拡張による平面の自由度の確保をめざした。 

今回PC圧着工法を採用することで、6.4ｍ×9ｍ、6.4ｍ×12ｍの大スパンで計画が

可能となった。耐震壁を配置しないので病棟及び外来のフレキシビリティを高めること

ができる。又、RC 造、SRC 造に比べ、梁背が小さくできるので、設備計画にも自由度

が増している。但し、梁貫通ができる箇所が限られてくるので、設備との十分な調整が

必要となる。 

  

 

 

 

 

 

 

3.寒冷地での施工対応 

 東北地方という寒冷地では雪による工期の遅れ、温度低下による品質の悪化等が予想

された。PC造にすることで、天候に左右されず高品質で均一な部材が得られ、現場作業

員の省人化により、工期の安定と短縮を図ることができた。 
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4.地震への対応 

当病院は災害拠点病院として整備しており、地震時における人命の保護、病院機能の

継続、災害拠点病院の機能維持のため、建物に免震構造を採用している。PC圧着工法を

採用することで、地震時には柱、梁のジョイント部分が柱のコーベルの上で安定した挙

動を示す。スパンをとばし軸力を集約できるため、免震構造との相性もよい。又、柱に

もプレストレスを導入する為、直下型地震に対する強度も大きい。以上より、PC圧着工

法により、耐震性及び医療環境の向上が図れる。 

 

5.ライフサイクルコストの低減 

  PC造を採用することで、躯体の耐久性の向上、躯体用型枠ベニヤ板の不使用、運搬車

両総数減等、ライフサイクルコストの低減が図れた。 

 

 以上の結果から、PC圧着工法を採用することにより、敷地条件、環境条件をクリアしな

がら、病院建築の医療環境の向上を図れた。 

 

南西外観パース 
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■施工概要 

１. 揚重機と仮設計画 

本建物敷地は西側には既存病院があり、南側と北側は比較的交通量の多い市道に接して

いる。また東側は市役所の来庁者専用駐車場であるため、建設敷地としては狭あいな環境

下にある。ＰＣ建て方計画にあたり、敷地条件を考慮し、西側の地上クレーンを設置出来

ない部分にはクライミングクレーン（460tm）と設置は出来るがほとんど移動出来ない部

分にはトラッククレーン（330t）で対応し、南北に移動しながら全域をカバーできる東側

の範囲にクローラークレーン（450t）で計画した。 

本建物の構造はメインフレームの柱・大梁はＰＣ、小梁は鉄骨、壁・スラブはＲＣ造であ

るため、建て方時にはＰＣ柱・梁部材のそれぞれに、鉄骨や鉄筋及び仮設材等の部品の取

付を行うため、搬入時に部材を一時仮置きするヤードを確保する必要があった。ＰＣ組み

立てに影響しない部分（ＲＣ構造部分）を後施工とし、その部分に地下耐圧盤から支持さ

せた構台を架設し、敷地の有効利用に役立てた。 

 



 

 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南西外観 施工状況 

 

 

2. 現場施工 

ＰＣ架設工事は平成 18 年 7 月より開始し平成 19 年 3 月までの約 1 層 1 ヶ月サイクル

の 8 ヶ月間で施工した。また、本建物はＰＣとＲＣの複合構造のため、ＰＣ架設後ＲＣ工

事に着手し、鉄筋及び型枠の組立を行いＰＣ架設との調整を計りながら順次コンクリート

打設を行って行き、躯体コンクリート完了はＰＣ架設完了後約 1 ヶ月で完了した。 
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3. 山留め計画 

  本敷地環境を考慮し山留めはＳＭＷ工法を採用した。また、支保工は当初計画段階では

切梁工法を計画していたが、工程短縮及び資材搬出入車両等の交通量の減少が見込めるた

めアースアンカー工法で施工した。また、ＳＭＷにアースアンカーを貫通させることで構

内への浸水による工程遅延が心配されたが、止水処理がスムーズに行えたため、掘削工事

への影響も無く、工程短縮を図ることが出来た。 

 

SMW 施工状況 

アースアンカー 施工状況 

山留め断面図 
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4. 寒中コンクリート 

本工事の２階躯体から４階躯体までが寒中コンクリートの適用を受けるため、コンクリ

ートが初期凍害を受けることなく、また所定の材齢で所要の強度が得られるよう、養生計

画を行った。具体的な養生方法は上屋を設置してシート被覆養生とその内部空間を加熱す

る加熱養生を併用し、コンクリートの圧縮強度が所定の材齢で所要の強度が確認できるま

で継続し、冬期間のコンクリート施工を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート被覆養生外観 スラブシート被覆養生 

シート被覆養生内でのスラブコンクリート打設状況 
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5．ＰＣａＰＣ施工計画概要 

１）プレキャスト PC部材の製作 

本体に使用されるキャピタル・柱・梁部材数は秋田県で１工場・岩手県で 1 工場 

北海道 1 工場で製作した。3 工場あわせて 1593ピース、総部材量約 6000ｍ

３

、 

製作期間は 12 ヶ月であった。 

２）PC建方 

プレキャストPC部材の架設は3つのエリアに分け、450ｔクローラークレーン・330

ｔ油圧クレーン、460ｔｍクライミングークレーンで建方を行った。 

クレーンの作業半径によって、PC部材を分割したりしながら建方を行った。 

３）目地工事 

2 次ケーブルの挿入後、目地部のジョイントシースを確認し、無収縮モルタルを充填

する。（緊張時強度 36KN・4週強度 50KN） 

冬季においては、柱・梁の接合部をシートにて完全に覆いジェットヒーター等で採暖

し、モルタルが硬化するまで 5度以上を保ち施工した。 

４）緊張工事 

柱は PC鋼棒定着工法を使用して、緊張手順は柱 1 本に対して 2 台の緊張ジャッキを

対角となる位置にセットし、1 台の油圧ﾎポンプにてジャッキを同時に作動させ、均等

になるように緊張力を導入した。また、緊張作業は緊張力を 50KN または 100KN

を０とし、指定緊張力まで張力導入を行いナットを締め込み伸び量を確認した。伸び

量の許容範囲は、±5％以内を管理値とした。 

梁の緊張手順はアンカーヘッド・くさびをセットし、目地部のモルタルの強度の発現

を確認する。次に緊張は 200KN毎に区切り、指定緊張力まで張力導入を行い、伸び

量を確認した。伸び量の許容範囲は、μの値の０～５の範囲内を管理値とした。 

グラウトは、12 月中～3 月末まで施工しなかった。グラウト再開にあたりジェット

ヒーターにて部材を暖めてから再開した。 

 

５）全体工程 

建物の全体工程 25 ヶ月に対して、PC建方工事は約 9 ヶ月（グラウト工事を除く）

で終了した。 

 

 






